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　　　蓑谷交流センターだより

　　蓑谷地域づくり協議会に関するご意見・ご要望・質問等は蓑谷交流センターまでお願いします。

会長 　島田　誠治 　開館時間（ＡＭ８：３０～ＰＭ５：３０　　土・日・祭日休館
事務局長 　梅原　雅美 《☎・ＦＡＸ　０７６３－６２－３５０１》 
地域指導員 　田原　正美 (メールアドレス)　　　　minodani.kmn＠gmail.com

ホームページアドレス　 https://minodani.7104.info

昭和の日
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２０２６年 ４月の行事予定

去る2月２２日に（有）山文青果市場代表取締役社長であり、（株）ジャパンフラワーコーポ

レーション花まつ取締役の松村光祥氏をお招きし、「新しい時代に向けた取り組み」と題してご

講演をいただきました。また、松村氏と産学官連携として農業ビジネス取り組んでいる、金沢大

学融合学域先導学類の学生さん3名も同行され、大変内容の濃い講演会となりました。松村氏の

ご実家の山文青果は創業百数十年を超す老舗で、富山で初めて台湾バナナを輸入し販売されたこ

とで知られています。また、花き部門が独立し、（株）ジャパンフラワーコーポレーション花ま

つとなり、ご兄弟で経営されています。富山県に軸足を置き、世界レベルで考え行動しながら、

農業ビジネスを展開されています。

ご講演をいただいた日の前日にインドから帰国されたばかりで、時差ボケがおありでしたが、

持ち前の明るさとエネルギッシュなパワーで、出席された皆さんに、ラオスやインドで、農林水

産省やＪＩＣＡからの依頼を受けて取り組んでいるアグリビジネスの展開についてお話されまし

た。特に、インドで力を入れているのが有機農法による農産物の生産とのことで、ベースとなる

牛糞完熟たい肥を、糸状菌類やバクテリアを使い通常の約3倍の短期間で作り上げ、自身所有の

現地農場で農産物を生産しているとのことでした。また、富山では初めての試みとし、「ソー

ラーシェアリング」による持続可能なやり方を目標に、先行投資型の農業ビジネスに着手された

お話もされました。今後はさらに、カーボンニュートラルの取り組みだけでなく、二酸化炭素の

排出量を極限に減らしたり、大気中の温室効果ガスとして大気中に２番目に多いメタンガス、放

出される熱等を利用した、バイオマス変換エネルギーによる食糧生産を、南砺市や金沢大学と連

携し取り組んでいくとのことでした。また、蓑谷地域に機会があれば訪れたい。金沢大学融合学

域の学生さん方からも協力は惜しみませんとの力強い言葉をいただきました。

記：会長 島田 誠治

ちいきの再発掘再発見講演会

４月２５日(土)午後７時～

蓑谷交流センター

（みずばしょう苑）

※ 令和８年度の地域づくり

協議会の構成員の皆さん、

参加をお願います
※ ハンドベル教室、週１サロン参加者募集

別紙案内をご覧ください。


